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●県内の主要渋滞ポイントは168箇所で、渋滞に伴う損失時間は

全国で４番目に多い状況です。

●また、幹線道路の延長の２割の区間で速度低下（20km/h未満）

が生じています。

●このような道路渋滞により、以下のような問題が生じます。

　・物流コストの増大などを通じた経済活動の阻害。

　・迂回交通の生活道路への流入による交通事故の増加。

　・旅行速度が低下することによる自動車からの大気汚染物資の

　排出量の増大。

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要

■ アウトカム指標

混雑時旅行速度が20km/h未満の道路延長を削減します。

主要渋滞ポイントを新たに４箇所解消・緩和します。
35
箇所

削減

39
箇所

　現　状
（平成15年度）

　現　状
（平成15年度）

目　標
（平成16年度）

目　標
（平成16年度）

■ 県内の渋滞の概要

幹線道路の渋滞

（国道17号上尾市）

8
箇所

うち２箇所供用済

8
箇所

うち２箇所供用済

　現　状
（平成15年度）

目　標
（平成16年度）

　現　状
（平成15年度）

自動車専用道路、幹線道路の渋滞損失時間を削減

します。
削減180

※

百万人時間/年

目　標
（平成16年度）

指標１：道路渋滞による損失時間

指標２：混雑時旅行速度が20km/h未満の

　　　　　道路延長

指標３：主要渋滞ポイントの解消・緩和箇所数

指標４：ボトルネック踏切の対策箇所数

ボトルネック踏切の対策を引き続き６箇所推進し、

供用済みの２箇所と合わせて８箇所を目標とします。

4箇所

緩和・解消

669
※

km

※暫定値：平成16年度の結果を用いて評価を実施するため「暫定値」として掲載しました。
　　　　　「H14実績値」はH11センサスデータを用い、「H15暫定値」は直轄国道を中心にプローブ調査データを用いているため、直接比較
　　　　　ができません。

6箇所

事業推進
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・ 県内の渋滞損失時間187百万人時間/年（Ｈ14実績値）は全国で４番目に多く、全国の1/20に相当

します。

・ この渋滞損失時間を自動車１台あたりに換算すると、年間約40時間の損失となります。

・ 地域別にみると、中枢都市圏が県全体の２割を占めており、越谷、川口、所沢、川越などの30万人

以上の都市を有する地域も含めると県全体の６割を占めることになります。

・ 県内の渋滞損失時間187百万人時間/年（Ｈ14実績値）は全国で４番目に多く、全国の1/20に相当

します。

・ この渋滞損失時間を自動車１台あたりに換算すると、年間約40時間の損失となります。

・ 地域別にみると、中枢都市圏が県全体の２割を占めており、越谷、川口、所沢、川越などの30万人

以上の都市を有する地域も含めると県全体の６割を占めることになります。

道路渋滞による損失時間は全国ワースト４道路渋滞による損失時間は全国ワースト４

　　　出典：平成15年度プローブ調査結果（国土交通省調査）
　　　　　　※プローブ未調査区間は平成11年度道路交通センサス

より算出
　　　対象：幹線道路

■都道府県別渋滞損失時間

275

369

270
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170
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■県内の渋滞損失時間の状況

全国の1/20に相当
（全国：3,810百万人時間/年）

全国の1/20に相当
（全国：3,810百万人時間/年）

埼玉県の自動車１台あたり年間約40時間の損失埼玉県の自動車１台あたり年間約40時間の損失

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要

出典：平成15年度道路行政の業績計画書
対象：幹線道路

　　　　　　　※自動車１台あたりの渋滞損失時間
　　＝（埼玉県内の渋滞損失時間）／（１台当り平均乗車人員1.3人）/
　　　（埼玉県内の自動車保有台数）
　　出典：埼玉県内の自動車保有台数：「自動車保有車両数月報」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（財）自動車検査登録協会）　
　　　　　　

東方面から
拡大

 33DD ママッッププのの見見方方  
区間ごとの渋滞損失時間を

帯の高さで示しています。 
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中枢
34.6

（19％)

東部
26.4

（15％）

県南
４市

18.0

（10％)

所沢
15.9

（9％)

川越
15.8

(9％)

その他
68.9

（38％)

地域別の渋滞損失時間（百万人時間/年）

※地域区分は「彩の国5ヶ年計画21」（埼玉県）における基礎的な都市圏
　　中枢都市圏：さいたま市、上尾市、伊奈町
　　東部都市圏：越谷市、草加市、春日部市、岩槻市、三郷市、八潮市、
　　　　　　　　吉川市、松伏町、庄和町
　　県南４市都市圏：川口市、戸田市、蕨市、鳩ヶ谷市
　　所沢都市圏：所沢市、狭山市、入間市、飯能市、名栗村
　　川越都市圏：川越市、坂戸市、鶴ヶ島市、日高市、毛呂山町、越生町

　　

東方面から拡大
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・ 県内の道路総延長の８％にすぎない直轄国道で渋滞損失時間の23%を占めています。

・ 特に、国道17号における損失が著しく、直轄国道全体の５割を占めています。

・ 県内の道路総延長の８％にすぎない直轄国道で渋滞損失時間の23%を占めています。

・ 特に、国道17号における損失が著しく、直轄国道全体の５割を占めています。

直轄国道の渋滞損失の５割は国道17号で発生直轄国道の渋滞損失の５割は国道17号で発生

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要
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　　　出典：延長、走行台キロ：平成11年度道路交通センサス
　　　　　　渋滞損失時間　　：平成15年度プローブ調査結果（国土交通省調査）
　　　　　　　　　　　　　　※プローブ未調査区間は平成11年度道路交通センサスより算出

■国道17号の渋滞損失時間　

直轄国道

埼玉

群馬

東京

栃木

茨城

補助国道

埼玉

群馬

東京

栃木

茨城

県道

埼玉

群馬

東京

栃木

茨城

　　　出典：平成15年度プローブ調査結果（国土交通省調査）
　　　　　　

主要渋滞ポイント

■道路種別別渋滞損失時間

国道298号
493

(12%)
国道４号

495
(12%)

国道16号
822

（20%)

国道17号
2,260

(56%)

　　　出典：平成15年度プローブ調査結果（国土交通省調査）
　　　　　　

5

22

6

8

18

23

16

17

20

71

43

51

0% 20% 40% 60% 80% 100%

延長

走行台キロ

渋滞損失時間

自動車専用道路 直轄国道 補助国道 県道

■直轄国道における路線別渋滞損失時間

　　（万人時間/年）

56.0万人時間/km・年56.0万人時間/km・年

56.0万人時間/km・年56.0万人時間/km・年

47.4万人時間/km・年47.4万人時間/km・年
52.5万人時間/km・年52.5万人時間/km・年



12

165km
（59％）

2,595km
（80％）

114km
（41％）

669km
（20％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幹線道路

直轄国道

20ｋｍ/ｈ以上 20ｋｍ/ｈ未満

■混雑時旅行速度20km/h未満の道路延長比率

・ 幹線道路の混雑時旅行速度26.0km/hは全国で４番目に低く、平成２年度から横ばいの傾向に

あります。

・ 旅行速度が20km/h未満の区間は、幹線道路の２割、直轄国道の４割を占めています。

・ 特に、国道17号、国道298号での速度低下が顕著です。

・ 幹線道路の混雑時旅行速度26.0km/hは全国で４番目に低く、平成２年度から横ばいの傾向に

あります。

・ 旅行速度が20km/h未満の区間は、幹線道路の２割、直轄国道の４割を占めています。

・ 特に、国道17号、国道298号での速度低下が顕著です。

　　　出典：平成15年度プローブ調査結果（国土交通省調査）
　　　　　　※プローブ未調査区間は平成11年度道路交通センサス

より算出

幹線道路の混雑時旅行速度は全国ワースト４幹線道路の混雑時旅行速度は全国ワースト４

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要

出典：道路交通センサス（国土交通省）
対象：幹線道路

26.5 26.1 26.0 26.0
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出典：平成11年度道路交通センサス（国土交通省）
対象：幹線道路

■幹線道路の混雑時旅行速度

出典：平成15年度プローブ調査結果（国土交通省調査）
　　　※プローブ未調査区間は平成11年度道路交通センサス
　　　　より算出
対象：幹線道路

■都道府県別の混雑時旅行速度 ■混雑時旅行速度の推移
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70.6km
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37.7km
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16.4km
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8.9km
(29%)

21.7km
(71%)
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・ 県内の主要渋滞ポイント数は168箇所で、市町村別ではさいたま市を中心とした県南部地域に多く

　 なっています。

・ 平成15年度までに35箇所の主要渋滞ポイントの解消・緩和を図りましたが、依然として133箇所が

残されています。

・ 県内の主要渋滞ポイント数は168箇所で、市町村別ではさいたま市を中心とした県南部地域に多く

　 なっています。

・ 平成15年度までに35箇所の主要渋滞ポイントの解消・緩和を図りましたが、依然として133箇所が

残されています。

県内の主要渋滞ポイント数は168箇所県内の主要渋滞ポイント数は168箇所

■主要渋滞ポイント位置

■道路種別別の対策状況

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要

出典：第３次渋滞対策ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（平成10年度）（国土交通省）
対象：自動車専用道路、幹線道路、市道

市町村別箇所数

（上位６市）

■埼玉県における道路利用者満足度調査結果

『よく使う道路の車の流れや渋滞について』

■渋滞に関する主な自由意見(埼玉県)

出典：｢日常ご利用の道路に関するアンケート｣
（国土交通省　関東地方整備局　平成14年1月実施）

朝の通勤時に必ず混雑する所や、休日に必ず混雑する所
などは対策を取って下さい。

生活道路に多量の車が流れないようにして下さい。

幹線道路は右折車線を追加して渋滞を少なくしてくださ
い。

「渋滞改善」に対する高い県民ニーズ

出典：「平成15年度道路利用者満足度調査」
（国土交通省道路局　平成15年5月実施）
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対策完了箇所
　　事業推進中
　　

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要

・ 全国の踏切全体の1日当たり損失時間は約140万人時間であり、このうちボトルネック踏切による

損失時間は約40％を占めています。

・ 埼玉県内には38箇所（平成12年度）のボトルネック踏切があり、平成15年度までに2箇所で対策を

　 完了しています。

・ 全国の踏切全体の1日当たり損失時間は約140万人時間であり、このうちボトルネック踏切による

損失時間は約40％を占めています。

・ 埼玉県内には38箇所（平成12年度）のボトルネック踏切があり、平成15年度までに2箇所で対策を

　 完了しています。

県内のボトルネック踏切は38箇所県内のボトルネック踏切は38箇所

出典：埼玉県資料（平成12年度調査）

ボトルネック踏切とは、ピーク時１時間当たり遮断時間
が40分以上または踏切交通遮断量(遮断時間×自動車交
通量)５万台時/日以上の踏切のことをいいます。

■県内のボトルネック踏切箇所

■箇所別の遮断状況

■踏切遮断における損失時間（全国）

出典：平成16年度業績計画書（国土交通省道路局）
対象：幹線道路、市道
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出典：埼玉県資料（平成12年度調査）
　　

対策完了箇所

事業推進中
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第六川越街道 埼玉県桶川市 JR高崎線 (市）４２４４号線 46 75,794
第三中仙道 埼玉県鴻巣市 JR高崎線 (一）鎌塚・鴻巣線 26 52,619
第六中仙道 埼玉県熊谷市 JR高崎線 (市）８０５２７号線 40 10,670
第三熊谷堤 埼玉県熊谷市弥生一丁目 JR高崎線 (市）８００２０号線 55 50,450
第四熊谷堤 埼玉県熊谷市鎌倉町 JR高崎線 (市）８０００５号線 51 70,686
石原停車場 埼玉県熊谷市 JR高崎線 (一）石原停車場線 20 79,167
第一岩槻 埼玉県蓮田市上二丁目 JR東北本線 (国道１２２号 32 107,066 工事中
野牛 埼玉県南埼玉郡白岡町高岩下駒形 JR東北本線 (一）蓮田白岡久喜線 18 65,307
第二岩槻 埼玉県久喜市東 JR東北本線 (主）春日部久喜線 24 103,531 鉄道事業者と協議中
幸手加須街道 埼玉県北葛飾郡鷲宮町東大輪字中内出 JR東北本線 (一）加須幸手線 20 87,476 鉄道事業者と協議中
新宿 埼玉県川越市新宿町 JR川越線 (市）１５３５号線 47 32,155
東村山第７号 埼玉県所沢市くすのき台 西武新宿線 (市）１－５２５号線 46 56,588
所沢第３号 埼玉県所沢市弥生町 西武新宿線 (市）３－８号線 29 82,308
新所沢１号 埼玉県所沢市北所沢町 西武新宿線 (主）川越所沢線 23 92,894
新所沢５号 埼玉県所沢市北岩岡 西武新宿線 (主）所沢狭山線 28 126,556
新所沢６号 埼玉県所沢市北岩岡 西武新宿線 (市）３－５７５号線 41 26,843 鉄道事業者と協議中
入曽第１の１号 埼玉県狭山市南入曽 西武新宿線 (主）川越入間線 18 75,727
狭山市第１３号 埼玉県狭山市新狭山 西武新宿線 (市）狭山幹３１号線 17 69,384
南大塚第１１号 埼玉県川越市脇田本町 西武新宿線 (市）０００６号線 17 50,002
東久留米第５号 埼玉県新座市新堀 西武池袋線 (市）４３－４５号線 41 29,400
所沢第７号 埼玉県所沢市久米堺久保 西武池袋線 (市）５－１号線 30 62,286
所沢第１０号 埼玉県所沢市西所沢 西武池袋線 (主）所沢武蔵村山立川線 27 108,215
西所沢第６号 埼玉県所沢市上新井乙桃木窪 西武池袋線 (市）４－１号線 29 83,213
稲荷山公園第１号 埼玉県狭山市稲荷山 西武池袋線 (市）狭山幹６５号線 16 56,384
伊勢崎線第１０７号 埼玉県春日部市 東武伊勢崎線 (主）野田岩槻線 29 77,300 鉄道事業者と協議中
伊勢崎線第１２４号 埼玉県春日部市 東武伊勢崎線 (主）さいたま春日部線 56 49,279 鉄道事業者と協議中
日光線第３９号 埼玉県幸手市 東武日光線 (一）幸手久喜線 15 56,662
東上本線第１２８号 埼玉県上福岡市 東武東上本線 (一）東大久保大井線 23 51,055
東上本線第１３５号 埼玉県上福岡市 東武東上本線 (主）さいたま上福岡所沢線 24 77,650
所沢第４号 埼玉県所沢市 西武新宿線 (市）３－７５０号線 26 71,658 平成12年度立体化完了
東久留米第４号 埼玉県新座市 西武池袋線 (市）４１－０２号線 42 79,310
東上本線第９９号 埼玉県富士見市 東武東上本線 (市）第５１１５号線 25 53,026
東上本線第２１４号 埼玉県坂戸市 東武東上本線 (主）川越坂戸毛呂山線 17 75,806 平成13年度立体化完了
越生線第６３号 埼玉県毛呂山町 東武越生線 (主）川越坂戸毛呂山線 8 52,280
宮原三丁目 埼玉県さいたま市北区宮原町３丁目 JR高崎線 (市）３０３１９号線 35 63,232
第三原市 埼玉県さいたま市北区宮原町４丁目 JR高崎線 (市）３０６６４号線 48 57,564
中島 埼玉県さいたま市北区土呂町１丁目 JR東北本線 (市）１０３２７号線 36 64,651
野田線第２９号 埼玉県さいたま市見沼区大字風渡野 東武野田線 (一）東門前・蓮田線 17 56,108

所在地 鉄道線名踏切道名 路線名

ﾋﾟｰｸ1時間
あたりの
遮断時間
（分）

踏切交通
遮断量

（台時／日）
進捗状況

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38
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・ 県内の自動車保有台数は、最近10年間で1.6倍増加し、旅客輸送の自動車分担率も最近10年間で

　 約９ポイント上昇と年々自動車交通の需要が増加しています。

・ 県内の道路改良率は高いものの、整備率は全国ワースト9位と低い状況にあります。

　　　　　　交通需要の増加に対応した道路の整備

・ 県内の自動車保有台数は、最近10年間で1.6倍増加し、旅客輸送の自動車分担率も最近10年間で

　 約９ポイント上昇と年々自動車交通の需要が増加しています。

・ 県内の道路改良率は高いものの、整備率は全国ワースト9位と低い状況にあります。

　　　　　　交通需要の増加に対応した道路の整備

交通需要に追いつかない道路整備交通需要に追いつかない道路整備

出典：東京としけん交通だより(2002年7月)

都市圏：東京、神奈川、埼玉、千葉、茨城南部

■地域別自動車保有台数（乗用車・軽自動車） ■地域別旅客輸送の代表交通手段構成比

15.9%

15.1%

25.5%

25.0%

43.1%

34.3%

33.1%

27.4%

20.4%

24.1%

16.7%

17.7%

19.7%

25.2%

22.3%

27.0%

鉄道 バス

0.9%

1.2%
2.4%

2.8%

自動車 二輪 徒歩

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡　　例

H10

S63

H10

S63

埼
玉
県

都
市
圏
計

課題課題

89.8%

82.6%

81.9%

93.1%

99.0%

9.6%

16.0%

17.7%

0.6%

1.4%

0.4%

1.0%

1.0%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

神奈川県

千葉県

東京都

埼玉県

自動車 鉄道 その他

■地域別貨物輸送分担率

出典：平成13年度旅客・貨物地域流動調査
　　　　　　　　　　　　　　（国土交通省）

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要

交通需要の状況

道路整備の状況

出典： 東京としけん交通だより（2002年7月）

S63　H10

多摩部

96

135

1.40

埼玉県

179

2911.63

埼玉県

神奈川県

204

3031.48

神奈川県

東京多摩部

茨城南部

54

88

1.65

東京区部

177

208

1.17

東京区部

157

255

1.63

千葉県
千葉県

茨城南部

■都道府県別道路整備率(ワースト10)

道路整備率：改良済道路（車道幅員5.5ｍ以上）のうち混雑度1.0
以下の道路延長の割合

■都道府県別道路改良率(トップ10)

出典：道路統計年報2003
対象：幹線道路（圏央道を含む）

道路改良率：改良済（車道幅員5.5ｍ以上）の道路延長の割合

33.7

33.1

34.3

38.3

38.7

40.2

40.6

40.7

41.1

42.2

53.3

0 10 20 30 40 50

全国

山梨県

埼玉県

愛媛県

高知県

大阪府

東京都

和歌山県

神奈川県

徳島県

奈良県
90.0

94.3

85.5

85.2

85.1

84.8

82.5

82.0

79.4

78.7

72.0

70 75 80 85 90 95

全国

鳥取県

岩手県

宮城県

山形県

東京都

神奈川県

埼玉県

大阪府

沖縄県

北海道

出典：道路統計年報2003
対象：幹線道路（圏央道を含む）

＿：10年間の伸び

騒

音

の

改

善

防

災

機

能

の

強

化

交

通

事

故

の

削

減

地
域
の
自
立
性
向
上

　
　
　

防
災
の
向
上

都
市
の
景
観
・　
　

　

歩
行
空
間
の
確
保

円
滑
で
安
全
な　
　

　
　
　
　

利
用
向
上

規
格
の
高
い
道
路
の

渋
滞
の
解
消
・
緩
和



16

・ 南北方向の国道・自動車専用道路の交通量のうち、約３割は通過交通（出発地、目的地がともに

　 県外の交通）で占められています。

・ また、県外へ移動する交通の６割が、東京方面に集中しています。

・ 県内の地域間を移動する交通の７割が、さいたま市などの中央地域に集中しています。

　　　　　骨格となる幹線道路の整備

・ 南北方向の国道・自動車専用道路の交通量のうち、約３割は通過交通（出発地、目的地がともに

　 県外の交通）で占められています。

・ また、県外へ移動する交通の６割が、東京方面に集中しています。

・ 県内の地域間を移動する交通の７割が、さいたま市などの中央地域に集中しています。

　　　　　骨格となる幹線道路の整備課題課題

国道等の交通量の３割が通過交通国道等の交通量の３割が通過交通

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要

■県内及び県外へ移動する交通

■県内を通過する交通（南北方向）

出典：平成11年度道路交通センサス（国土交通省）
対象道路：東北道、関越道、国道4号、国道4号BP、国道17号、
　　　　　国道17号BP、国道122号、国道254号、国道254号BP、
　　　　　国道407号

　　　　　　　

【対象断面】

南北に通過する国道・自動車専用道路に
着目して、以下の対象道路を含む断面と

した。

【図の見方】
○内の数字は内々交通（地域内を移動し、
地域の外に出ない自動車交通）のトリップ

数を表す。
矢印または線の数字は、発着交通（地域の

外に出る、又は地域の外から入る自動車交
通）のトリップ数を表す。

トリップとは、ある一つの目的のために行
われる一つの交通であり、起点から目的地

までの交通がトリップとなる。

出典：平成11年度道路交通センサス（国土交通省）
　　　埼玉県内5地域の区分：彩の国5か年計画21

対象断面

埼玉県を南北に通過する交通
（出発地、目的地がともに県外の交通）

88千台/日

断面を通過する交通

316千台/日

28% 国道・自動車専用道路の
約３割が通過交通

国道・自動車専用道路の
約３割が通過交通
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中央地域：
　川口市、さいたま市、鴻巣市、上尾市、蕨市
　戸田市、鳩ヶ谷市、桶川市、北本市、伊奈町
　吹上町、川里町
西部地域：
　川越市、所沢市、飯能市、東松山市、狭山市
　入間市、朝霞市、志木市、和光市、新座市
　富士見市、上福岡市、坂戸市、鶴ヶ島市、
　日高市、大井町、三芳町、毛呂山町、越生町
　名栗村、滑川町、嵐山町、小川町、都幾川村
　玉川村、川島町、吉見町、鳩山町、東秩父村

交通量
（千ﾄﾘｯﾌﾟ/日)

ｼｪｱ

県外交通計 1,234
うち東京方面 708 (57%)

県内交通計 5,782
地域間交通計 612
うち中央地域 450 (74%)

地域内交通計 5,170
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・ 東西方向の道路網の整備が遅れているため、東西方向の時間距離は南北方向に比べ約３倍に

なります。

　　　　　　東西方向の道路網の強化

・ 東西方向の道路網の整備が遅れているため、東西方向の時間距離は南北方向に比べ約３倍に

なります。

　　　　　　東西方向の道路網の強化課題課題

東西方向の道路整備の遅れ東西方向の道路整備の遅れ

■時間距離を長さで表した概念図

 

都市間
直線距離（km）

（A）

最短経路の
道のり（km）

（B)
（B／A）

平均旅行速度
（km/h）

所要時間
（分）
（C)

（A／C）

大滝村－春日部市 66 （1：1） 108 1.6 35.7 181 0.35 （1：3）

本庄市－所沢市 58 72 1.2 72.3 59 0.98

※・（　　）内は本庄市ｰ所沢市間に対する比率

　　　出典：「平成11年度道路交通センサス」を用いて都市間の
所要時間、最短経路の道のり距離を算出

　　　　　　平均旅行速度は最短経路を走行した際の混雑時旅行
速度（平成11年度道路交通センサス）の平均

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要
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・ 国道17号ではバイパス未整備区間で渋滞が発生しています。特に、上尾市愛宕町交差点周辺での

　 渋滞が顕著になっています。

　　　　　　道路のネットワーク整備等による交通容量の拡大（バイパス整備等）

・ 国道17号ではバイパス未整備区間で渋滞が発生しています。特に、上尾市愛宕町交差点周辺での

　 渋滞が顕著になっています。

　　　　　　道路のネットワーク整備等による交通容量の拡大（バイパス整備等）課題課題

バイパス未整備区間で渋滞が発生バイパス未整備区間で渋滞が発生

■国道17号（現道）の渋滞損失時間ヒストグラム

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要
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　　　出典：渋滞損失時間　　　　平成15年度プローブ調査結果（国土交通省調査）
　　　　　　交通量、交通容量　　平成11年度道路交通センサス（国土交通省）

　交差点（国道・主要地方道）
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量
（
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/
日

）

戸田市 蕨市 さいたま市 上尾市 桶川市 北本市 鴻巣市 吹上町 熊谷市 深谷市 岡部町 本庄市 上里町

日交通量
日交通容量

北浦和駅入口

桜木町

愛宕町

坂田 熊谷警察署前 若泉１丁目
神流川橋

凡　例

主要渋滞ポイント名

：主要渋滞ポイント

バイパス未整備区間で渋滞
が発生

バイパス未整備区
間で渋滞が発生

新大宮BP 熊谷BP 深谷BP

上武道路

辻

１

県

庁

前

桜

木

町

愛

宕

町

坂

田

箕

田

佐

谷

田

北

本

石

２

久

保

島

四

拾

坂

下

若

泉

１

天

神

２

久

保

川

岸

３

錦

町

３

上

落

合

吉

野

西

加

納

宮

地

三

ツ

木

吹

上

駅

入

口

筑

波

熊

谷

警

察

署

前

城

址

公

園

入

口

東

台

５

常

盤

７

六

間

通

北

浦

和

駅

入

口

日

の

出

町

BP未整備 BP未整備

深

谷

警

察

署

入

口

熊

谷

市

役

所

入

口

県庁前
上落合

四拾坂下
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★災害時のライフラインが寸断★災害時のライフラインが寸断・ 長時間の踏切遮断により、鉄道を境にして地域の往来が分断され、通勤・通学・買い物などの日常

生活に支障をきたしています。

　　　　　　　踏切の立体交差化など

・ 長時間の踏切遮断により、鉄道を境にして地域の往来が分断され、通勤・通学・買い物などの日常

生活に支障をきたしています。

　　　　　　　踏切の立体交差化など

長時間の踏切遮断による渋滞の発生と隣接地域の分断長時間の踏切遮断による渋滞の発生と隣接地域の分断

課題課題

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要

13,218（台／日）自動車交通量

107,066（台時）踏切交通遮断量

JR東北本線鉄道路線名

32（分／時）遮断時間ピーク時

8.1（時間／日）遮断時間１日

6m踏切幅員

蓮田市上2丁目所在地

国道122号路線名

＜方向①＞ ＜方向②＞

■第一岩槻踏切の渋滞状況

＜ボトルネック踏切の遮断状況＞

・ピーク時は、1時間のうち50%の時間（32分）が遮断

・１日あたりでは、34%の時間（8.1時間）が遮断

・踏切交通遮断量は、ボトルネック踏切の定義値（5万台時以上）の2倍

＜ボトルネック踏切の遮断状況＞

・ピーク時は、1時間のうち50%の時間（32分）が遮断

・１日あたりでは、34%の時間（8.1時間）が遮断

・踏切交通遮断量は、ボトルネック踏切の定義値（5万台時以上）の2倍

■ボトルネック踏切による地域の分断（第一岩槻踏切：蓮田市上２丁目）

ボトルネック踏切により
東西地域の交通が分断

ボトルネック踏切により
東西地域の交通が分断

埼玉県調査（平成15年10月）
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■ 方針と対策

交通渋滞の解消・緩和を図るため、様々な要因による交通容量不足の問題に対し、下記のような「交通

容量の拡大」施策を推進します。

◆施策メニュー

交通容量の拡大交通容量の拡大
体系的な道路ネットワーク整備体系的な道路ネットワーク整備 自動車専用道路の整備自動車専用道路の整備

バイパス・環状道路の整備バイパス・環状道路の整備

交差点・踏切の立体化交差点・踏切の立体化

交差点改良（右折レーン設置等）交差点改良（右折レーン設置等）ボトルネックの解消ボトルネックの解消

道路の拡幅（多車線化）道路の拡幅（多車線化）「幅」の確保「幅」の確保

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要

交通容量の

拡大

交通容量の

拡大

体系的な道路ネットワーク整備体系的な道路ネットワーク整備 自動車専用道路の整備自動車専用道路の整備

バイパス・環状道路の整備バイパス・環状道路の整備

交差点改良（右折レーン設置等）交差点改良（右折レーン設置等）ボトルネックの解消ボトルネックの解消

道路の拡幅（多車線化）道路の拡幅（多車線化）「幅」の確保「幅」の確保

●バイパスの整備

■ 施策一覧

●自動車専用道路の整備

●主な事業

交差点・踏切の立体化交差点・踏切の立体化

　　　　平成16年度に解消・緩和が図られる主要渋滞ポイント
※対策済主要渋滞ポイント（本事業によりさらに解消・緩和を図る）
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供用予定年度 延長（ｋｍ） 事業主体

国道４６８号
高規格幹線道路
（首都圏中央連絡自動車道）

平成19年度（関越自動車道～東北自動車道） 27.5km

国土交通省
　大宮国道事務所
　北首都国道事務所
日本道路公団

国道４６８号
高規格幹線道路
（首都圏中央連絡自動車道）

調査設計推進（東北自動車道～茨城県境） 11.1km
国土交通省
　北首都国道事務所

高速さいたま戸田線
(高速埼玉新都心線)

地域高規格道路 平成16年5月26日（与野～新都心(さいたま市）） 2.3km

高速さいたま戸田線
(高速埼玉新都心線)

地域高規格道路 平成18年度（新都心～第二産業道路） 3.5km

路線名

首都高速道路公団

１

２

３

４

路線名 事業名称 事業内容 供用予定年度 延長（ｋｍ）
解消・緩和が図られる

主要渋滞ポイント
事業主体

国道１７号 上尾道路 バイパス整備（４車線） 平成19年度（さいたま市～桶川市） 11.0km
吉野町交差点、日の出町交差点

愛宕町交差点※、坂田交差点

国道１７号 本庄道路 バイパス整備（４車線） 調査推進 約14km
若泉1丁目交差点、神流川橋交差点

四捨坂下交差点

国道４号 東埼玉道路 バイパス整備（側道部２車線） 平成16年度（八潮市～吉川市） 5.7km -
国土交通省

北首都国道事務所
真名板交差点

睦町交差点

国道４０７号 日高バイパス バイパス整備（２/４車線） 平成20年度 1.1km
高萩交差点

旭ヶ丘交差点

所沢都市計画道路 平成16年度（1工区） 0.9km
３・３・１飯能所沢線 平成20年度以降 0.9km

さいたま都市計画道路
３．３．９第二産業道路

第二産業道路 バイパス整備(4車線） 平成16年度 1.1km 花月交差点 さいたま市

加須羽生バイパス国道１２５号

国土交通省
　大宮国道事務所

金山交差点
埼玉県

バイパス整備（２/４車線） 平成19年度 2.0km 埼玉県

飯能所沢線 バイパス整備（４車線）

５

６

７

８

９

10

11
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渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要
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●道路の拡幅（多車線化）

●交差点改良

●ボトルネック踏切対策

　　　　平成16年度に解消・緩和が図られる主要渋滞ポイント
※対策済主要渋滞ポイント（本事業によりさらに解消・緩和を図る）

　　　　平成16年度に解消・緩和が図られる主要渋滞ポイント

路線名 事業箇所 事業内容 供用予定年度
解消・緩和が図られる

主要渋滞ポイント
事業主体

国道２５４号 東入間警察署入口交差点（大井町苗間）
右折レーンの設置
歩道整備

平成16年度 東入間警察署入口交差点

国道２９９号 役場前交差点（横瀬町横瀬） 右折レーンの設置 平成16年度 －

国道４６３号 英ＩＣ（新座市中野） 右折レーンの延伸 平成16年度 英ＩＣ

埼玉県

17

18

19

路線名 事業名称 事業内容 供用予定年度 延長（ｋｍ）
解消・緩和が図られる

主要渋滞ポイント
事業主体

国道１６号 入間狭山拡幅
現道拡幅（４車線化）
(9.0m→20.0m、23.0m)

平成19年度 1.6km
上藤沢交差点
河原町交差点

国道１７号 与野大宮道路
現道拡幅（４車線化・共同溝・電線共同溝）
(16.0m→25.0m、24.0m)

平成17年度
一部4車完成

0.7km 上落合交差点

国道２９８号 東京外かく環状道路 ４車線化（2/4車線→4/4車線）
平成16年度
（三郷市天神～高州）

7.4km 保健センター入口交差点
国土交通省
　北首都国道事務所

さいたま都市計画道路
３．３．９４南大通東線

南大通東線(1工区) 現道拡幅(4車線化）（12.3m→22.0m） 平成18年度 0.3km 吉敷町交差点

さいたま都市計画道路
３．３．９４南大通東線

南大通東線(3工区) 現道拡幅(4車線化）（10.0m→22.0～66.0m） 平成16年度 1.6km 上落合交差点

国土交通省
　大宮国道事務所

さいたま市

※

※

12

13

14

15

16

対策事業対象
ボトルネック踏切名

ボトルネック踏切の場所 路線名 対策内容 供用予定年度 事業主体

22 第１岩槻（ＪＲ東北本線） 蓮田市上二丁目 国道１２２号
国道１２２号蓮田岩槻バイパスの
新設立体（ＪＲ東北本線）

平成１７年度

23 第2岩槻（ＪＲ東北本線） 久喜市南一丁目 (主）春日部久喜線
（主）春日部久喜線の立体交差
（JR東北本線、東武伊勢崎線）

平成２０年度以降

幸手加須街道（ＪＲ東北本線） 鷲宮町東大輪 (一）加須幸手線 鉄道事業者と協議中（立体化) 協議推進

新所沢６号（新宿線） 所沢市北岩岡 (市）３－５９５号線 鉄道事業者と協議中（拡幅) 協議推進

伊勢崎線第１０７号（伊勢崎線） 春日部市 (主）野田岩槻線 鉄道事業者と協議中（立体化) 協議推進

伊勢崎線第１２４号（伊勢崎線） 春日部市 (主）さいたま春日部線 鉄道事業者と協議中（連続立体化) 協議推進

埼玉県

20

21

22

23

24

25
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【効率的なデータ収集・分析】

　　成果目標を決定し、その成果を客観的に評価するためには、正確で効率的かつ効果

的なデータ収集が必要です。このため適切な収集体制を確立して、体系的なデータの

整備を行っています。

　　正確な渋滞状況の把握を目指して、時刻と位置を記録する装置を搭載した「プロー

ブカー」を用いた情報収集体制の確立を進めています。

参考

渋滞の解消・緩和3 - 1 施 策
要因
課題

現 状概要

例）渋滞が激しい箇所を明示し、
道路管理の高度化を図る。

プローブカー調査のイメージ
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データ収集

データ活用

データ蓄積・整理




